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平
成
12
年
10
月
１
日
に
実
施
さ
れ
た

国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
宇
城
市

（
旧
５
町
）
の
一
般
世
帯
数
１
万
９
千

８
９
３
世
帯
の
う
ち
１
千
９
９
９
世
帯

（
10
・
１
％
）
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者

夫
婦
の
み
の
世
帯
で
す
。

ま
た
、
単
身
世
帯
は
３
千
５
９
６
世

帯
あ
り
、
宇
城
市
全
体
の
18
・
１
％
に

な
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
65
歳
以
上
の

高
齢
者
の
単
身
世
帯
は
１
千
５
７
３
世

帯
あ
り
、
単
身
世
帯
の
43
・
７
％
は
高

齢
者
の
一
人
暮
ら
し
だ
と
い
う
結
果
で

し
た
。

宇
城
市
の
施
策
に
反
映

高
齢
者
夫
婦
だ
け
の
世
帯
や
高
齢
者

の
一
人
暮
ら
し
が
多
い
宇
城
市
で
は
高

齢
者
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
宇
城
市
老
人
日
常
生
活
用

具
給
付
等
事
業
と
し
て
寝
た
き
り
等
の

高
齢
者
で
一
人
暮
ら
し
の
方
に
、
電
磁

調
理
器
・
火
災
警
報
機
・
自
動
消
火
器

の
給
付
や
老
人
用
電
話
の
貸
与
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
宇
城
市
高
齢
者
地
域
体
制
整

備
事
業
と
し
て
日
常
生
活
上
の
あ
ら
ゆ

る
相
談
に
応
じ
、
適
切
な
助
言
、
指
導

等
を
行
い
相
談
者
の
精
神
的
な
負
担
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
心
配
事
相
談
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
国
勢
調
査
の
結
果
は
、

宇
城
市
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
反
映

さ
れ
て
い
き
ま
す
。
今
年
10
月
１
日
に

行
わ
れ
る
国
勢
調
査
に
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

平
成
17
年
国
勢
調
査
宇
城
市
実
施
本
部

（
広
報
統
計
課
内
）

1
３
２
―
１
１
１
１

このほど、松橋町豊福の知的障害者授産施設
「熊本こすもす園」（渡邊剛宏施設長）が、養殖
しているカブトムシとスズムシの販売を始めま
した。
同園は、知的障害のある人で、働く意欲があ
りながら就労の機会に恵まれなかった人を対象
に、生活支援と職業支援を併せて行うための福
祉施設。就労活動の一環として、10年以上前か
らカブトムシを、3年前からスズムシを養殖・
販売しています。
販売価格は、カブトムシキット（雌雄１匹・
メス１匹）が1,200円、スズムシキット大（雌
雄３匹ずつ）が700円、小（雌雄２匹ずつ）が
500円で、いずれもケース、餌付き。お問い合
わせは熊本こすもす園（133―4551）まで。

繭
まゆ

の中で成長をする
カブトムシのさなぎ

脱皮を繰り返し成虫に
なる前のスズムシ

迅速な対応が被害を最小限に�
初期消火で増田幸也さんを表彰�初期消火で増田幸也さんを表彰�初期消火で増田幸也さんを表彰��
このほど、松橋町

豊崎の増田幸也さん
（75）に消防協力者
として、宇城広域消
防本部（杉本貴美男
消防長）から表彰状
が贈られました。
増田さんは、４月
17日午後10時10分
ごろ、近くの民家か
ら火が出ているのを
発見。消火器を使用
し、被害を最小限に
食い止めました。
「当たり前のことをしただけ。表彰までしても
らえるとは思ってもいなかった」と語っていま
した。
また、４月11日に松橋町曲野で発生した建物
火災の消火協力者として、曲野の村田誠治さん、
橋本敏和さん、栗原康雄さん、五瀬一信さんの
４人に、市から感謝状が贈られました。

山下望美さん（31歳）・翔君（4歳）

●平成17年度「親子のよい歯のコンクール」
県大会（6月5日開催）で2位となった山下さん
親子（小川町西海東）
「親子で8020目指して頑張ります！」

※8020（ハチマル・ニイマル）…80歳になって
も自分の歯が20本以上残っていること。

宇
城
市
の
世
帯
構
成

小川クラブ初優勝！　全国大会へ！�
クラブチームで県ナンバー１に�クラブチームで県ナンバー１に�クラブチームで県ナンバー１に��
6月12日から7月10日にかけて、アマチュアのクラ

ブチーム日本一を決める「第12回ＲＫＫカップ争奪全
国クラブチームサッカー選手権」の県大会が、県営八代
運動公園、西合志総合グラウンドを中心に行われました。
宇城市からは小川クラブと松橋クラブが出場。残念
ながら松橋クラブは準々決勝で敗れましたが、優勝候
補の小川クラブは順調に勝ち進み、準決勝で益城ＢＷ
を１―０、決勝で合志ぺルナを４―０で下し初優勝し
ました。
優勝した小川クラブは10月29日から熊本県大津町
で行われる全国大会に出場し、クラブ日本一を目指し
ます。
全国大会へ向け岩岡誉貴キャプテンは、「熊本で開

催ということなので、地元の応援を大事にし、優勝目
指して頑張ります」と抱負を語ってくれました。小川
クラブ、ファイト！

全国大会で日本一を目指す小川クラブのメンバー。
皆さんぜひ応援に来てくださいね！

今年も力作が勢ぞろい�
小川町商店街で造り物大会�小川町商店街で造り物大会�小川町商店街で造り物大会��

７月15日、小川阿蘇神社夏祭りの名物「造り
物大会」（小川町商店街振興会主催）が小川町商
店街一帯で開催されました。
大会には、同町内の各地区、企業、学校など
21団体が出展。17作品を対象に審査が行われ、
グランプリに当たる市長賞に、寺町Ａの「歴史
と文化のかほる街」が選ばれました。
夕方から歩行者天国となった沿道には、工夫
を凝らした数々の作品がライトアップされ、祭
り客らは足を止めて興味深そうに見入っていま
した。
また、お祭り広場では町商工会青年部による
催しが行われ、アームレスリング選手権やお楽
しみ抽選会が会場を盛り上げました。
造り物大会のその他の上位入賞は次のとおり
です。
u市議会議長賞　肥後銀行Ａ「20世紀のスーパ
ースター、美空ひばり三態」u熊日賞　栄寿司
「地雷也
　じ らい　や　

」u肥後銀行賞　亀の町Ｂ「ウルトラマ
ン　ネクサス」u県信用組合賞　蛭子町「藍と
さくら・ナイスショット!」u郵便局長賞　出来
町A「金の鯱」

木や金網、紙粘土などを材料に制作した市長賞の
「歴史と文化のかほる街」（寺町Ａ）

祭
り
客
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
た

小
川
町
商
店
街
か
い
わ
い

表彰状を手にする
増田幸也さん


